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1．調査研究のねらい 

「高等学校における次世代の学習ニーズ」とは、毎年文部科学省から出される「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関

する調査」で問題とされていることであり、当法人ではさまざまな困難を理由に通信制高校に在籍している生徒の卒業時の進路未決定率

の高さに注目し、「能動的な進路選択の意識向上」へと生徒を導く方法を考察していくとともに漏れのない進路決定を実現させる。この研

究により確立された指導法は増え続ける通信制高校生徒の進路実現の一助となれるよう当法人内だけでなく全国に発信していく。 

 

 

2．調査研究の実施状況 

2‐1 調査研究の概要 

本校通信制生徒すべてを指導対象とするため抱えている困難の大小、原因などはさまざまである。そこですでに得ている情報をもとに指

導方法プロトタイプを作成し、実行をしながら生徒の状況観察の中で柔軟な対応をしつつ、定期的なアンケート調査とその分析により効

果的な指導方法を確立していく。 

 

2‐2 調査研究校 

実施場所 参加年度 アンケート実施回 アンケート回答人数 

 

益田 

 

2018年度～ 初回～第10回 11名 

2019年度～ 初回、第5回～10回 11名 

2020年度～ 初回、第9回～10回 

※第8回参加者ゼロ 

2名 

 

久留米 

2018年度～ 初回～第6回 30名 

2019年度～ 初回、第3回～6回 17名 

2020年度～ 初回、第5回～6回 31名 

 

松江 

2018年度～ 初回～第6回 5名 

2019年度～ 初回、第3回～6回 5名 

2020年度～ 初回、第5回～6回 15名 

 

福山 

2018年度～ 初回～第6回 11名 

2019年度～ 初回、第3回～6回  4名 

2020年度～ 初回、第5回～6回  4名 

 

米子 

2018年度～ 初回～第6回 26名 

2019年度～ 初回、第3回～6回  6名 

2020年度～ 初回、第5回～6回 27名 

 

2‐3 調査研究の検討会議のメンバー 

氏  名 勤務先・職名等 

桐村 豪文 国立学校法人弘前大学 教育学部 講師 

多々良 淳子 国立学校法人大分大学 経済学部 非常勤講師 

森脇 達也 益田市教育委員会 学力育成推進室 室長 

安倍 良治 益田市教育委員会 子ども･若者支援センター 所長 

山本 了輔 NPO法人志塾フリースクール 理事長 

岡本 昌浩 島根県教育庁益田教育事務所 所長 
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永島 一忠 学校法人益田永島学園 理事長 

酒井 俊紀 学校法人益田永島学園 明誠高校 

和崎 順子 学校法人益田永島学園 明誠高校 

松本 結衣 学校法人益田永島学園 明誠高校 

 

2‐4 調査研究の具体的内容等 

 

2‐4‐1 調査研究内容 

 「通信制課程卒業者の社会参加意識の向上にむけた指導」をテーマに、社会意識の向上を目的としたSST及びJSTを企画実施し、専門

家の指導の下、一年を通じて調査分析を行い、効果的な指導方法を確立することを目的とする。 

 

2‐4‐2 調査研究頻度および実施スケジュール 

益田 5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

通常サポート 通年平日火～金 13時～16時 

検討会議         ○  

初回ガイダンス・アンケート① ※1)      ○     

第8回JST      ○     

アンケート⑧      ○     

第9回JST        ○   

アンケート⑨        ○   

第10回JST          ○ 

アンケート⑩          ○ 

 

 

他教室 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

初回ガイダンス・初回アンケート① ※1) 福 松 久 米       

第5回JST 福 松 久 米       

アンケート⑤ 福 松 久 米       

第6回JST     松 久 福 米   

アンケート⑥     松 久 福 米   

福…福山  松…松江  久…久留米  米…米子 

 ※1) 本年度新規参加者向け 

 

2‐4‐3 調査研究実施手法 

本校広域通信制課程在籍生1・2・3年生に対し 

 (初回)アンケート → JST → アンケート 

を1セット、それを3セットで1クールとし、1クール終了後に有用性等を検証する。本年度、実施したJSTは 

・益 田…3クール目(第8回～10回JST及びアンケート⑧～⑩)終了 

・他教室…2クール目(第5回～6回JST及びアンケート⑤、⑥)終了 

 

  内  容 本年度 
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実施場所 

 

初

回 

 

初回ガイダンス 

「働く」ってなんだろう 

 

 

 

5教室全て 

アンケート① 別添 1－A 5教室全て 

 

 

 

第 

１ 

タ 

｜ 

ム 

 

第2回JST 

職場対人技能トレーニング① 

～あいさつの意味～ 

別添 2－A1～2、2-B、2-C 

 

アンケート② 別添 1－B  

 

第3回JST 

ストレス回避とリラクゼーション技能トレーニング① 

～ストレスとのつき合い方～ 

別添 3－A1～3、3-B、3-C1～2 

 

アンケート③ 別添 1－B  

 

第4回JST 

マニュアル作成技能トレーニング① 

～マニュアル作成の第一歩～ アルミホイル玉作成の作業工程から 

別添 4-A、4-B、4-C 

 

アンケート④ 別添 1－B  

 

 

 

第 

２ 

タ 

｜ 

ム 

 

第5回JST 

職場対人技能トレーニング② 

～困ったときの声のかけ方～ 

別添 5-A、5-B、5-C、5-a 

 

久、松、福、米 

アンケート⑤ 別添 1－B 久、松、福、米 

 

第6回JST 

ストレス回避とリラクゼーション技能トレーニング② 

～正しい休憩・正しい睡眠とは～ 

別添 6-A1～4、6-B1～2、6-C1～2 

 

久、松、福、米 

アンケート⑥ 別添 1－B 久、松、福、米 

 

第7回JST 

マニュアル作成技能トレーニング② 

～ツアーコンダクターになってみよう～ 

別添 7-A1～2、7-B 

 

アンケート⑦ 別添 1－B  

 

 

 

第 

３ 

タ 

｜ 

ム 

 

第8回JST 

職場対人技能トレーニング③ 

～「今日もう少し働けない？」 残業を上手に断るには～ 

8-A1～2 

 

益田 

アンケート⑧ 別添 1－B 益田 

 

第9回JST 

ストレス回避とリラクゼーション技能トレーニング③ 

～「しっかり休む」を考えよう～ 

9-A1～3 

 

益田 

アンケート⑨ 別添 1－B 益田 

 

第10回JST 

マニュアル作成技能トレーニング③ 

～「段取り」を思う～ 

10-A1～2、10-B1～2、10-C 

 

益田 
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アンケート⑩ 別添 1－B 益田 

 

 

 

3．調査研究の成果 

3-1 事業実施(トレーニング及びアンケート)結果にみるキャリア教育指導法の展望 

課題 

本プロジェクトは、通信制課程卒業生の進路未決定の問題について、キャリア教育のアプローチからその改善を図るも

のである。本プロジェクトでは、通信制課程の高校生を対象に、JST（job related skills training）というキャリア教

育指導を行った。 

プロジェクト内では、実施したキャリア教育の指導法の効果を測るため、毎回のJSTの後にアンケート調査を実施した。

本報告書は、そのアンケート調査の結果をもとに分析するものであり、キャリア教育指導の結果として、社会参加意識を

はじめとする高校生の内面における心的傾向の変化を捉えることに努める。すなわち、JST を繰り返す中で、彼らの内面

における社会参加意識等の心的傾向にどのような変化が行っているか、またどのような課題を有する生徒がまだ存在する

かを可視化することを第一の目的とする。 

一昨年度に実施したプロジェクトに関する分析では、「社会的消極志向」という因子が出力され、さらに因子間のベクト

ルの相関性と相違性を踏まえ、その全体を捉えた上で、二次元のプロット図の上で、課題となる象限の存在を発見するに

至った。そして、その象限からの脱出を第一の課題と位置づけ、彼らの内面における心的傾向の変化を、プロット図の上

で可視化することに成功した。本報告書では、特に、JSTの指導を経る過程で見られる変化を捉えることに主眼を置く。 

 

調査・分析の目的 

（１）キャリア教育の指導法の確立に向けて、実施したキャリア教育の指導法の効果を分析し、今後の改善の検討材料に

用いること。 

（２）職業決定／未決定を規定する要因を探ることにより、キャリア教育の指導法において必要となる視座を得ること。

今回の調査・分析はその第一段階であり、今後は、調査対象者による進路決定との間でそれを規定する要因を探る必要が

あり、その中でこのキャリア教育の指導法の効果の有無やその程度を見定める必要がある。 
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調査の概要 

図表1 実施場所と実施期間 

実施場所 
実施期間 

2018年度（実施回数） 2019年度（実施回数） 2020年度（実施回数） 

益田 8月～2月（4回） 9月～2月（3回） 10月～2月（3回） 

久留米 11月～2月（2回） 8月～11月（2回） 8月～10月（2回） 

松江 12月（2回） 7月～12月（2回） 7月～10月（2回） 

福山 11月～12月（2回） 6月～11月（2回） 6月～11月（2回） 

米子 1月（2回） 7月～12月（2回） 8月～12月（2回） 

 

図表2 実施場所別、参加年度別のJSTの実施回と参加人数 

実施場所 参加年度 JSTの実施回 参加人数 

益田 

2018年度からの参加者 初回～第10回 11名 

2019年度からの参加者 初回、第5回～第10回 11名 

2020年度からの参加者 初回、第9回、第10回 2名 

久留米 

2018年度からの参加者 初回～第6回 30名 

2019年度からの参加者 初回、第3回～第6回 17名 

2020年度からの参加者 初回、第5回～第6回 31名 

松江 

2018年度からの参加者 初回～第6回 5名 

2019年度からの参加者 初回、第3回～第6回 5名 

2020年度からの参加者 初回、第5回～第6回 15名 

福山 

2018年度からの参加者 初回～第6回 11名 

2019年度からの参加者 初回、第3回～第6回 4名 

2020年度からの参加者 初回、第5回～第6回 4名 

米子 

2018年度からの参加者 初回～第6回 26名 

2019年度からの参加者 初回、第3回～第6回 6名 

2020年度からの参加者 初回、第5回～第6回 27名 

 

図表3 実施場所別、参加年度別の、性別、学年ごとの人数 

実施場所 参加年度 

性別 2020年度学年 

男 女 
2020年度のいずれかに参加 不参加

（卒業等） １ ２ ３ 

益田 

2018年度からの参加者 4名 7名 0名 0名 3名 8名 

2019年度からの参加者 4名 7名 0名 8名 0名 3名 

2020年度からの参加者 0名 2名 0名 2名 0名 － 

久留米 

2018年度からの参加者 18名 12名 0名 0名 13名 17名 

2019年度からの参加者 9名 8名 0名 4名 7名 6名 

2020年度からの参加者 24名 7名 10名 13名 8名 － 

松江 
2018年度からの参加者 3名 2名 0名 0名 1名 4名 

2019年度からの参加者 2名 3名 0名 1名 1名 3名 
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2020年度からの参加者 8名 7名 4名 4名 7名 － 

福山 

2018年度からの参加者 6名 5名 0名 1名 1名 9名 

2019年度からの参加者 2名 2名 0名 1名 3名 － 

2020年度からの参加者 2名 2名 1名 1名 2名 － 

米子 

2018年度からの参加者 15名 11名 0名 0名 8名 18名 

2019年度からの参加者 1名 5名 0名 1名 3名 2名 

2020年度からの参加者 14名 13名 13名 11名 3名 － 

合計  112名 93名 28名 47名 60名 70名 

 

 

 

図表4 アンケート調査の質問項目 

⑴自分なりの個性を大切にしている 

⑵自分の夢をかなえようと意欲に燃えている 

⑶自分はのびのびと生きていると感じる 

⑷自分はひとりぼっちだと感じる 

⑸みんなと意見が違っても、自分の意見を言うことができる 

⑹無理に人に合わせようとして、きゅうくつな思いをしている 

⑺思いやりをもって他者とかかわることは大事だと思う 

⑻自分のやるべきことは責任をもってやり遂げる 

⑼過去の失敗をくよくよ後悔しない 

⑽難しいことでも、やる気を出せば、できると思う 

⑾友達とけんかをしても、うまく仲直りができると思う 

⑿時間を無駄にしたくない 

⒀保護者からの自分への期待が高いと感じる 

⒁休みがたくさんもらえることは大事だと思う 

⒂自分ができる仕事は世の中にたくさんあると思う 

⒃自分の未来は明るいと思う 

⒄お金をかせぐことは大事だと思う 

⒅何でも最後は自分で決めたいと思う 

⒆今日取り組んだ学習は、自分の将来に役立つと思う 
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分析の結果その１（図表１～７） 

 

 2020年度はJSTを図表1に示す時期と場所において実施した。2018年度から実施するこのプロジェクトでは、図

表 2に示すように、各場所において毎年度、2名から 30名の生徒がこれに参加してきた。参加してきた生徒の属

性（性別、学年）別の人数は図表 3の通りである。2018年度から 2020 年度まで計 205名の生徒がこれに参加し

た。2020年度の参加者は135名である。 

 JSTに参加した生徒には、毎回終了後にアンケートに回答してもらった。アンケートでは、調査対象者の負担も考

慮して、図表4に示す19の質問項目を用意した。それぞれ「あてはまる」「どちらかと言えばあてはまる」「どち

らでもない」「どちらかといえばあてはまらない」「あてはまらない」の5段階で回答してもらった。 

 図表5は、2018年度から2020年度の3年にわたって本プロジェクトの調査対象となった全ての生徒（205名）の

各質問項目の回答について、その変化の様子を辿ったものである。 

 図表 5中に示す「〇回目」（生徒が JSTを経験した回）は、JSTの実施回「第〇回」と必ずしも一致しないことに

は留意されたい。その対応関係を示したのが図表 6である。例えば益田では、図表 6に示すように、2018年度か

らJSTを受ける者（以下、1期生）には、2018年度に初回～第4回、2019年度に第5回～第7回、2020年度に第

8回～第10回の計10回のJSTを経験する機会が設けられており、2019年度からJSTを受ける者（以下、2期生）

は、2019年度に初回、第 5回～第 7回、2020年度に第 8回～第 10回の計 7回の JSTを経験する機会が設けられ

ており、2020年度からJSTを受ける者（以下、3期生）は、2020年度に初回、第9回～第10回の計3回のJSTを

経験する機会が設けられている。その上で、例えば益田2期生では、2019年度に受けた第5回のJSTは「2回目」

（図表6では②で表記している）と見なされる。図表5では、JSTを経験する過程における生徒の傾向性の変化を

見たいため、JSTの実施回（第〇回）ではなく、生徒がJSTを経験した回（〇回目）を説明変数に採用している。

つまり、図表5での「〇回目」は図表6の〇印で表される数字と一致する。 

 図表6に示すように、7回目以降のJSTの経験は益田の1・2期生に限られ、そして図表7に示すように、その人

数は極めて少ない。そのため、JSTの経験を経る中での生徒の傾向性の変化を見る上では、統計上それだけでは不

十分である。図表 5では、その傾向性の変化を分かりやすく示すため、1～6回目の回答結果に限り、行パーセン

トで20%以上、30%以上、40%以上の値を示すセルに濃淡をつけて色を付けている。 

 図表5の結果から読み取れることは以下の通りである。 

 質問項目「⑴自分なりの個性を大切にしている」では、1回目の時点では「どちらかといえばあてはまる」または

「どちらでもない」が回答の多くを占めていたが、JSTの経験を経る中で、全体の傾向性として「あてはまる」の

方へ移行している様子が伺える。つまり、JSTの経験が、自分の個性を大切にしようと思う傾向性を高める方向性

へうまく働きかけることに成功していると見ることができよう。 

 質問項目「⑵自分の夢をかなえようと意欲に燃えている」では、1回目の時点では「どちらでもない」が回答の多

くを占めていたが、JSTの経験を経る中で、全体の傾向性として「あてはまる」の方へ移行している様子が伺える。

つまり、自分の夢に対する前向きな姿勢がJSTの経験を経る中で強まっていったことが推察される。 

 質問項目「⑶自分はのびのびと生きていると感じる」では、1回目の時点では「どちらかといえばあてはまる」が

回答の多くを占めており、6 回目の時点でもその構造は変わらない。ただし、「どちらでもない」の回答の割合は

減少し、「どちらかといえばあてはまる」または「どちらでもない」の回答の割合は（増減の波はありながらも）

増加する傾向があることから、自分らしく生きることに対して前向きな姿勢が徐々に獲得できていることが推察

される。 
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 質問項目「⑷自分はひとりぼっちだと感じる」では、1回目の時点では「どちらでもない」が回答の多くを占めて

おり、6 回目の時点でもその構造は変わらない。ただし、「あてはまる」または「どちらかといえばあてはまる」

と回答する割合は減少し、「どちらかといえばあてはまらない」と回答する割合は増加する傾向を見て取ることが

できる。したがって、JSTで他者と関わることを様々に経験する中で、孤独な感覚から解放される方向へ向かって

いる様子が伺える。とはいえ、6回目の時点でもなお「あてはまる」または「どちらかといえばあてはまる」と回

答する割合は一定数存在するため、さらなる介入は必要である。 

 質問項目「⑸みんなと意見が違っても、自分の意見を言うことができる」では、1回目の時点では「どちらでもな

い」または「どちらかといえばあてはまる」が回答の多くを占めていたが、6回目の時点ではその回答が「どちら

かといえばあてはまらない」から「あてはまる」まで分散する傾向に移行している。「あてはまる」と回答する割

合は（増減の波はありながらも）増加しており、この点では、JSTの経験を経る中で、自分の意見を表現すること

に自信を持てるようになってきた様子が伺えるが、同時に、「どちらかとあてはまらない」と回答する割合も増加

しており、この点で、JSTで他者との関わりを経験する中で、逆に自分の意見を表現することが難しいことを改め

て自覚するようになった生徒もいることが伺えるのである。 

 質問項目「⑹無理に人に合わせようとして、きゅうくつな思いをしている」では、1回目の時点では「どちらでも

ない」が回答の多くを占めており、6回目の時点でもその構造は変わらない。ただし、途中の変化を見てみると、

4・5 回目までは「あてはまる」または「どちらかといえばあてはまる」と回答する割合は減少し、他方で「どち

らかといえばあてはまらない」と回答する割合は増加する傾向を見て取ることができる。したがって、JSTで他者

との関わりを経験すると同時に、自分の考えを表現する機会が与えられる中で、他者との関わりにただ窮屈な思い

をして押しつぶされそうになる状態から、徐々に解放される方向へ向かっている様子が伺えるのである。 

 質問項目「⑺思いやりをもって他者とかかわることは大事だと思う」では、1回目の時点では「あてはまる」また

は「どちらかといえばあてはまる」が回答の多くを占めており、6回目の時点でもその構造は変わらない。ただし、

「あてはまる」と回答する割合は明らかに増加しており、「あてはまらない」または「どちらかといえばあてはま

らない」と回答する割合も明らかに減少している。したがって、JSTで他者と関わることを様々に経験する中で、

他者と交わる公共空間において自らも参加している実感、自らもその公共空間を創り上げる一員であるとの実感

を身体で覚えることができている様子が伺える。 

 質問項目「⑻自分のやるべきことは責任をもってやり遂げる」では、1回目の時点では「どちらかといえばあては

まる」が回答の多くを占めており、6回目の時点でもその構造は変わらない。ただし、その回答の割合は（増減の

波はありながらも）増加しており、また「あてはまらない」または「どちらかといえばあてはまらない」と回答す

る割合も明らかに減少している。JSTで他者と関わりながら何事かを遂行する経験をする中で、自らも応えるべき

他者に対する責任を、実感的に引き受けることができるようになってきた様子が伺える。 

 質問項目「⑼過去の失敗をくよくよ後悔しない」では、1 回目の時点では「どちらかといえばあてはまる」「どち

らでもない」または「どちらかといえばあてはまらない」との回答が分散する状態だったが、6回目の時点ではそ

の回答が「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」または「どちらでもない」との回答が分散する

状態に移行している。つまり、「どちらかといえばあてはまる」との回答は明らかに減少し、「あてはまらない」と

の回答は明らかに増加していることから、失敗することに対して、徐々に前向きな姿勢がとられていっている様子

が伺える。 

 質問項目「⑽難しいことでも、やる気を出せば、できると思う」では、1回目の時点では「どちらかといえばあて

はまる」または「どちらでもない」が回答の多くを占めており、6回目の時点でもその構造は変わらない。ただし、

「どちらかといえばあてはまる」との回答は明らかに増加しており、「あてはまらない」または「どちらかといえ
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ばあてはまらない」と回答する割合は明らかに減少している。JSTで他者と共に与えられた課題を遂行する経験を

する中で、“やればできる”という実感を覚えることができたとのだと思われる。 

 質問項目「⑾友達とけんかをしても、うまく仲直りができると思う」では、1回目の時点では「どちらかといえば

あてはまる」または「どちらでもない」が回答の多くを占めており、6回目の時点でもその構造は変わらない。た

だし、その回答の割合は明らかに増加しており、他方で「あてはまらない」または「どちらかといえばあてはまら

ない」と回答する割合は明らかに減少している。つまり、JSTで他者との関わりを経験すると同時に、自分の意見

を表現する機会が与えられる中で、他者との関わりにおいて摩擦が仮に起きたとしてもそれを乗り越えるだけの

自信を持てるようになったことの変化が傾向性として読み取れるのである。 

 質問項目「⑿時間を無駄にしたくない」では、1回目の時点では「どちらでもない」から「あてはまる」まで分散

する傾向にあり、6 回目の時点でもその構造は変わらない。ただし、「あてはまる」と回答する割合は増加してお

り、他方で「あてはまらない」または「どちらかといえばあてはまらない」と回答する割合は減少している。つま

り、時間を無駄にせずに、自らの目標に向かって努力することの重要性を、JSTの経験を経る中で、徐々に実感し

ていった様子が伺える。ただし、6回目の時点で最も回答の割合が多いのが「どちらでもない」であり、その点で

は、時間を無駄にすることについて、それに価値を見出すこともありうるしそうでないこともありうるという両義

的な姿勢が見て取れるのである。 

 質問項目「⒀保護者からの自分への期待が高いと感じる」では、1回目の時点では「どちらでもない」が回答の多

くを占めており、6 回目の時点でもその構造はほとんど変わらない。ただし、「どちらでもない」と回答する割合

が明らかに増加していることから、保護者から期待をかけられているかどうかを特段意識する必要もなく、自分の

掲げる目標に向かって進もうとする姿勢が持てるようになってきた変化が、傾向性として読み取れよう。 

 質問項目「⒁休みがたくさんもらえることは大事だと思う」では、1回目の時点では「どちらでもない」が回答の

多くを占めていたが、6 回目の時点では「あてはまる」が回答の多くを占めている。つまり、「仕事」や「職業」

を、日々の生活とのバランスの中で捉えることの重要性を理解できるようになった様子が伺える。 

 質問項目「⒂自分ができる仕事は世の中にたくさんあると思う」では、1回目の時点では「どちらかといえばあて

はまる」または「どちらでもない」が回答の多くを占めていたが、6回目の時点では「どちらかといえばあてはま

らない」から「あてはまる」まで分散する傾向にあり、また5回目までの時点では「どちらでもない」と回答する

割合が最も多くを占めていた。つまり、JSTで他者との関わり、自分の考えを表現する経験をしながら内面の強さ

を徐々に身に付けていったものの、“世の中”とのマッチングとなると、いまだ実感をもって“世の中”に自らの

位置を確保できておらず、この点は時間と労力を最も要するところかもしれない。 

 質問項目「⒃自分の未来は明るいと思う」では、1回目の時点では「どちらでもない」が回答の多くを占めていた

が、6回目の時点では「どちらでもない」から「あてはまる」まで分散する傾向にある。また「あてはまらない」

または「どちらかといえばあてはまらない」と回答する割合も明らかに減少していることから、JSTでの様々な経

験を経る中で、自分の将来に対して、徐々に前向きな姿勢がとられていっている様子が伺える。 

 質問項目「⒄お金をかせぐことは大事だと思う」では、1回目の時点では「あてはまる」が回答の多くを占めてお

り、6 回目の時点でもその構造は変わらない。ただし、「あてはまる」と回答する割合は明らかに増加しており、

「あてはまらない」または「どちらかといえばあてはまらない」と回答する割合も明らかに減少している（5回目

以降の回答数「0」）。つまり、お金をかせぐという責務を自らに引き受けて社会の中を生きていく必要性を理解し

て行っている様子が伺える。 

 質問項目「⒅何でも最後は自分で決めたいと思う」では、1回目の時点では「あてはまる」が回答の多くを占めて
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おり、6回目の時点でもその構造は変わらない。したがって、自分がやりたいことを為すためには自己決定という

ことが重要であり、その決定を下したことによる結果も含めて自らが引き受けることの重要性を理解していって

いる様子が伺える。ただし、1回目から6回目にかけて一貫して「どちらでもない」から「あてはまる」まで分散

する傾向にある。つまり、JST で与えられた課題を他者と共に遂行する経験をする中で、「自分」という中心性を

脱化して、他者と共にチームで何事かを決定することの重要性を理解していった様子も伺えるのである。 

 質問項目「⒆今日取り組んだ学習は、自分の将来に役立つと思う」では、1回目の時点では「どちらでもない」か

ら「あてはまる」まで分散する傾向にあり、この構造は2回目から6回目まで一貫している。したがって、JSTの

学習に対する捉え方は、基本的には肯定的なものではあるが、その重要性に対する理解は様々であることが示され

る。 

 ただし、以上の推察は図表から読み取れる解釈の結果であり、統計的な裏付けとしては弱い。そこで、各質問項目

の回答結果を目的変数、JSTの経験回数（1～10回目）を説明変数に順序ロジスティクス回帰分析を行った。その

結果が図表8～26である。 
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図表5 各質問項目の回答の変化（JSTを受ける回数を経た変化） ※上が実数（名）、下が行パーセント（％） 

 

質問項目 回目 あてはまらない 
どちらかといえば

あてはまらない 
どちらでもない 

どちらかといえば

あてはまる 
あてはまる 

⑴自分なりの個

性を大切にして

いる 

1回目 
2 17 69 83 34 

0.98% 8.29% 33.66% 40.49% 16.59% 

2回目 
4 11 73 74 43 

1.95% 5.37% 35.61% 36.10% 20.98% 

3回目 
2 7 44 72 35 

1.25% 4.38% 27.50% 45.00% 21.88% 

4回目 
2 9 25 39 27 

1.96% 8.82% 24.51% 38.24% 26.47% 

5回目 
0 2 14 28 19 

0.00% 3.17% 22.22% 44.44% 30.16% 

6回目 
0 1 9 13 12 

0.00% 2.86% 25.71% 37.14% 34.29% 

7回目 
0 0 2 5 4 

0.00% 0.00% 18.18% 45.45% 36.36% 

8回目 
0 0 0 1 2 

0.00% 0.00% 0.00% 33.33% 66.67% 

9回目 
0 0 0 1 2 

0.00% 0.00% 0.00% 33.33% 66.67% 

10回目 
0 0 0 1 2 

0.00% 0.00% 0.00% 33.33% 66.67% 

⑵自分の夢をか

なえようと意欲

に燃えている 

1回目 
23 40 65 49 28 

11.22% 19.51% 31.71% 23.90% 13.66% 

2回目 
17 31 71 53 33 

8.29% 15.12% 34.63% 25.85% 16.10% 

3回目 
10 31 49 45 25 

6.25% 19.38% 30.63% 28.13% 15.63% 

4回目 
7 13 28 36 18 

6.86% 12.75% 27.45% 35.29% 17.65% 

5回目 
3 9 18 20 13 

4.76% 14.29% 28.57% 31.75% 20.63% 

6回目 
3 3 9 13 7 

8.57% 8.57% 25.71% 37.14% 20.00% 

7回目 
1 1 2 5 2 

9.09% 9.09% 18.18% 45.45% 18.18% 

8回目 
0 0 0 0 3 

0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 100.00% 

9回目 
0 0 0 1 2 

0.00% 0.00% 0.00% 33.33% 66.67% 

10回目 
0 0 0 1 2 

0.00% 0.00% 0.00% 33.33% 66.67% 

⑶自分はのびの

びと生きている

と感じる 

1回目 
9 21 54 74 47 

4.39% 10.24% 26.34% 36.10% 22.93% 

2回目 
5 16 48 83 53 

2.44% 7.80% 23.41% 40.49% 25.85% 

3回目 
3 13 38 56 50 

1.88% 8.13% 23.75% 35.00% 31.25% 

4回目 2 8 21 37 34 
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1.96% 7.84% 20.59% 36.27% 33.33% 

5回目 
0 4 14 26 19 

0.00% 6.35% 22.22% 41.27% 30.16% 

6回目 
2 3 7 14 9 

5.71% 8.57% 20.00% 40.00% 25.71% 

7回目 
1 1 5 2 2 

9.09% 9.09% 45.45% 18.18% 18.18% 

8回目 
0 0 0 3 0 

0.00% 0.00% 0.00% 100.00% 0.00% 

9回目 
0 0 2 1 0 

0.00% 0.00% 66.67% 33.33% 0.00% 

10回目 
0 0 1 2 0 

0.00% 0.00% 33.33% 66.67% 0.00% 

⑷自分はひとり

ぼっちだと感じ

る 

1回目 
28 44 79 33 21 

13.66% 21.46% 38.54% 16.10% 10.24% 

2回目 
29 37 89 30 20 

14.15% 18.05% 43.41% 14.63% 9.76% 

3回目 
30 29 72 15 14 

18.75% 18.13% 45.00% 9.38% 8.75% 

4回目 
22 22 40 9 9 

21.57% 21.57% 39.22% 8.82% 8.82% 

5回目 
9 17 22 8 7 

14.29% 26.98% 34.92% 12.70% 11.11% 

6回目 
4 10 14 4 3 

11.43% 28.57% 40.00% 11.43% 8.57% 

7回目 
2 3 3 1 2 

18.18% 27.27% 27.27% 9.09% 18.18% 

8回目 
0 1 1 0 1 

0.00% 33.33% 33.33% 0.00% 33.33% 

9回目 
0 1 1 0 1 

0.00% 33.33% 33.33% 0.00% 33.33% 

10回目 
0 1 1 0 1 

0.00% 33.33% 33.33% 0.00% 33.33% 

⑸みんなと意見

が違っても、自分

の意見を言うこ

とができる 

1回目 
26 38 59 52 30 

12.68% 18.54% 28.78% 25.37% 14.63% 

2回目 
20 43 58 52 32 

9.76% 20.98% 28.29% 25.37% 15.61% 

3回目 
10 37 46 51 16 

6.25% 23.13% 28.75% 31.88% 10.00% 

4回目 
10 21 26 29 16 

9.80% 20.59% 25.49% 28.43% 15.69% 

5回目 
4 12 17 16 14 

6.35% 19.05% 26.98% 25.40% 22.22% 

6回目 
4 8 8 8 7 

11.43% 22.86% 22.86% 22.86% 20.00% 

7回目 
0 4 3 2 2 

0.00% 36.36% 27.27% 18.18% 18.18% 

8回目 
0 1 1 0 1 

0.00% 33.33% 33.33% 0.00% 33.33% 

9回目 
0 1 2 0 0 

0.00% 33.33% 66.67% 0.00% 0.00% 
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10回目 
0 1 1 0 1 

0.00% 33.33% 33.33% 0.00% 33.33% 

⑹無理に人に合

わせようとして、

きゅうくつな思

いをしている 

1回目 
36 44 63 46 16 

17.56% 21.46% 30.73% 22.44% 7.80% 

2回目 
34 39 73 43 16 

16.59% 19.02% 35.61% 20.98% 7.80% 

3回目 
21 33 69 27 10 

13.13% 20.63% 43.13% 16.88% 6.25% 

4回目 
22 17 42 16 5 

21.57% 16.67% 41.18% 15.69% 4.90% 

5回目 
11 19 22 7 4 

17.46% 30.16% 34.92% 11.11% 6.35% 

6回目 
6 7 12 7 3 

17.14% 20.00% 34.29% 20.00% 8.57% 

7回目 
1 2 3 4 1 

9.09% 18.18% 27.27% 36.36% 9.09% 

8回目 
0 1 2 0 0 

0.00% 33.33% 66.67% 0.00% 0.00% 

9回目 
0 1 2 0 0 

0.00% 33.33% 66.67% 0.00% 0.00% 

10回目 
0 0 2 1 0 

0.00% 0.00% 66.67% 33.33% 0.00% 

⑺思いやりをも

って他者とかか

わることは大事

だと思う 

1回目 
11 8 42 62 82 

5.37% 3.90% 20.49% 30.24% 40.00% 

2回目 
6 3 18 79 99 

2.93% 1.46% 8.78% 38.54% 48.29% 

3回目 
3 1 10 63 83 

1.88% 0.63% 6.25% 39.38% 51.88% 

4回目 
2 0 13 37 50 

1.96% 0.00% 12.75% 36.27% 49.02% 

5回目 
1 0 10 19 33 

1.59% 0.00% 15.87% 30.16% 52.38% 

6回目 
0 0 5 12 18 

0.00% 0.00% 14.29% 34.29% 51.43% 

7回目 
0 0 2 3 6 

0.00% 0.00% 18.18% 27.27% 54.55% 

8回目 
1 0 0 0 2 

33.33% 0.00% 0.00% 0.00% 66.67% 

9回目 
0 0 1 0 2 

0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 66.67% 

10回目 
0 0 1 0 2 

0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 66.67% 

⑻自分のやるべ

きことは責任を

もってやり遂げ

る 

1回目 
7 12 49 85 52 

3.41% 5.85% 23.90% 41.46% 25.37% 

2回目 
8 12 48 82 55 

3.90% 5.85% 23.41% 40.00% 26.83% 

3回目 
5 6 37 82 30 

3.13% 3.75% 23.13% 51.25% 18.75% 

4回目 
2 7 21 45 27 

1.96% 6.86% 20.59% 44.12% 26.47% 

5回目 1 1 14 29 18 
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1.59% 1.59% 22.22% 46.03% 28.57% 

6回目 
0 1 8 17 9 

0.00% 2.86% 22.86% 48.57% 25.71% 

7回目 
0 0 2 6 3 

0.00% 0.00% 18.18% 54.55% 27.27% 

8回目 
0 0 1 1 1 

0.00% 0.00% 33.33% 33.33% 33.33% 

9回目 
0 0 1 2 0 

0.00% 0.00% 33.33% 66.67% 0.00% 

10回目 
0 0 1 1 1 

0.00% 0.00% 33.33% 33.33% 33.33% 

⑼過去の失敗を

くよくよ後悔し

ない 

1回目 
34 55 50 42 24 

16.59% 26.83% 24.39% 20.49% 11.71% 

2回目 
42 44 70 25 24 

20.49% 21.46% 34.15% 12.20% 11.71% 

3回目 
20 47 51 25 17 

12.50% 29.38% 31.88% 15.63% 10.63% 

4回目 
12 28 29 17 16 

11.76% 27.45% 28.43% 16.67% 15.69% 

5回目 
8 15 23 9 8 

12.70% 23.81% 36.51% 14.29% 12.70% 

6回目 
8 9 11 3 4 

22.86% 25.71% 31.43% 8.57% 11.43% 

7回目 
4 1 5 0 1 

36.36% 9.09% 45.45% 0.00% 9.09% 

8回目 
0 1 1 1 0 

0.00% 33.33% 33.33% 33.33% 0.00% 

9回目 
2 0 1 0 0 

66.67% 0.00% 33.33% 0.00% 0.00% 

10回目 
1 0 2 0 0 

33.33% 0.00% 66.67% 0.00% 0.00% 

⑽難しいことで

も、やる気を出せ

ば、できると思う 

1回目 
17 28 67 65 28 

8.29% 13.66% 32.68% 31.71% 13.66% 

2回目 
12 28 62 69 34 

5.85% 13.66% 30.24% 33.66% 16.59% 

3回目 
5 17 43 67 28 

3.13% 10.63% 26.88% 41.88% 17.50% 

4回目 
6 10 34 29 23 

5.88% 9.80% 33.33% 28.43% 22.55% 

5回目 
0 5 19 31 8 

0.00% 7.94% 30.16% 49.21% 12.70% 

6回目 
1 1 12 19 2 

2.86% 2.86% 34.29% 54.29% 5.71% 

7回目 
0 0 4 6 1 

0.00% 0.00% 36.36% 54.55% 9.09% 

8回目 
0 0 0 2 1 

0.00% 0.00% 0.00% 66.67% 33.33% 

9回目 
0 0 1 2 0 

0.00% 0.00% 33.33% 66.67% 0.00% 

10回目 
0 0 1 1 1 

0.00% 0.00% 33.33% 33.33% 33.33% 
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⑾友達とけんか

をしても、うまく

仲直りができる

と思う 

1回目 
6 33 79 57 30 

2.93% 16.10% 38.54% 27.80% 14.63% 

2回目 
4 24 76 64 37 

1.95% 11.71% 37.07% 31.22% 18.05% 

3回目 
4 14 60 60 22 

2.50% 8.75% 37.50% 37.50% 13.75% 

4回目 
3 12 37 32 18 

2.94% 11.76% 36.27% 31.37% 17.65% 

5回目 
2 5 27 21 8 

3.17% 7.94% 42.86% 33.33% 12.70% 

6回目 
1 3 15 14 2 

2.86% 8.57% 42.86% 40.00% 5.71% 

7回目 
1 0 4 6 0 

9.09% 0.00% 36.36% 54.55% 0.00% 

8回目 
0 1 2 0 0 

0.00% 33.33% 66.67% 0.00% 0.00% 

9回目 
1 0 1 1 0 

33.33% 0.00% 33.33% 33.33% 0.00% 

10回目 
1 1 1 0 0 

33.33% 33.33% 33.33% 0.00% 0.00% 

⑿時間を無駄に

したくない 

1回目 
6 17 65 62 55 

2.93% 8.29% 31.71% 30.24% 26.83% 

2回目 
7 13 60 67 58 

3.41% 6.34% 29.27% 32.68% 28.29% 

3回目 
5 13 44 50 48 

3.13% 8.13% 27.50% 31.25% 30.00% 

4回目 
1 7 28 35 31 

0.98% 6.86% 27.45% 34.31% 30.39% 

5回目 
0 4 18 21 20 

0.00% 6.35% 28.57% 33.33% 31.75% 

6回目 
0 1 15 7 12 

0.00% 2.86% 42.86% 20.00% 34.29% 

7回目 
0 0 5 2 4 

0.00% 0.00% 45.45% 18.18% 36.36% 

8回目 
0 0 0 1 2 

0.00% 0.00% 0.00% 33.33% 66.67% 

9回目 
0 0 0 2 1 

0.00% 0.00% 0.00% 66.67% 33.33% 

10回目 
0 0 1 1 1 

0.00% 0.00% 33.33% 33.33% 33.33% 

⒀保護者からの

自分への期待が

高いと感じる 

1回目 
34 29 86 38 18 

16.59% 14.15% 41.95% 18.54% 8.78% 

2回目 
34 34 94 34 9 

16.59% 16.59% 45.85% 16.59% 4.39% 

3回目 
21 30 82 17 10 

13.13% 18.75% 51.25% 10.63% 6.25% 

4回目 
17 18 51 12 4 

16.67% 17.65% 50.00% 11.76% 3.92% 

5回目 
7 7 40 7 2 

11.11% 11.11% 63.49% 11.11% 3.17% 

6回目 4 4 18 8 1 
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11.43% 11.43% 51.43% 22.86% 2.86% 

7回目 
1 0 6 4 0 

9.09% 0.00% 54.55% 36.36% 0.00% 

8回目 
0 0 1 2 0 

0.00% 0.00% 33.33% 66.67% 0.00% 

9回目 
1 0 0 2 0 

33.33% 0.00% 0.00% 66.67% 0.00% 

10回目 
1 0 0 2 0 

33.33% 0.00% 0.00% 66.67% 0.00% 

⒁休みがたくさ

んもらえること

は大事だと思う 

1回目 
8 16 74 54 53 

3.90% 7.80% 36.10% 26.34% 25.85% 

2回目 
3 9 47 64 82 

1.46% 4.39% 22.93% 31.22% 40.00% 

3回目 
4 2 33 54 67 

2.50% 1.25% 20.63% 33.75% 41.88% 

4回目 
1 3 25 32 41 

0.98% 2.94% 24.51% 31.37% 40.20% 

5回目 
0 1 13 21 28 

0.00% 1.59% 20.63% 33.33% 44.44% 

6回目 
0 1 9 10 15 

0.00% 2.86% 25.71% 28.57% 42.86% 

7回目 
0 0 4 2 5 

0.00% 0.00% 36.36% 18.18% 45.45% 

8回目 
0 0 1 0 2 

0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 66.67% 

9回目 
0 0 1 0 2 

0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 66.67% 

10回目 
0 0 1 0 2 

0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 66.67% 

⒂自分ができる

仕事は世の中に

たくさんあると

思う 

1回目 
13 42 67 43 40 

6.34% 20.49% 32.68% 20.98% 19.51% 

2回目 
21 37 67 47 33 

10.24% 18.05% 32.68% 22.93% 16.10% 

3回目 
12 18 70 37 23 

7.50% 11.25% 43.75% 23.13% 14.38% 

4回目 
5 16 37 24 20 

4.90% 15.69% 36.27% 23.53% 19.61% 

5回目 
2 11 26 13 11 

3.17% 17.46% 41.27% 20.63% 17.46% 

6回目 
3 9 9 10 4 

8.57% 25.71% 25.71% 28.57% 11.43% 

7回目 
2 3 2 3 1 

18.18% 27.27% 18.18% 27.27% 9.09% 

8回目 
0 1 1 1 0 

0.00% 33.33% 33.33% 33.33% 0.00% 

9回目 
1 1 1 0 0 

33.33% 33.33% 33.33% 0.00% 0.00% 

10回目 
1 1 1 0 0 

33.33% 33.33% 33.33% 0.00% 0.00% 

⒃自分の未来は

明るいと思う 
1回目 

27 35 87 36 20 

13.17% 17.07% 42.44% 17.56% 9.76% 
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2回目 
17 34 88 44 22 

8.29% 16.59% 42.93% 21.46% 10.73% 

3回目 
15 15 75 36 19 

9.38% 9.38% 46.88% 22.50% 11.88% 

4回目 
8 19 42 17 16 

7.84% 18.63% 41.18% 16.67% 15.69% 

5回目 
2 10 26 13 12 

3.17% 15.87% 41.27% 20.63% 19.05% 

6回目 
4 5 12 7 7 

11.43% 14.29% 34.29% 20.00% 20.00% 

7回目 
2 1 4 4 0 

18.18% 9.09% 36.36% 36.36% 0.00% 

8回目 
0 1 0 1 1 

0.00% 33.33% 0.00% 33.33% 33.33% 

9回目 
1 0 0 1 1 

33.33% 0.00% 0.00% 33.33% 33.33% 

10回目 
1 0 0 2 0 

33.33% 0.00% 0.00% 66.67% 0.00% 

⒄お金をかせぐ

ことは大事だと

思う 

1回目 
3 4 37 58 103 

1.46% 1.95% 18.05% 28.29% 50.24% 

2回目 
1 0 16 64 124 

0.49% 0.00% 7.80% 31.22% 60.49% 

3回目 
0 1 13 58 88 

0.00% 0.63% 8.13% 36.25% 55.00% 

4回目 
0 1 9 39 53 

0.00% 0.98% 8.82% 38.24% 51.96% 

5回目 
0 0 6 23 34 

0.00% 0.00% 9.52% 36.51% 53.97% 

6回目 
0 0 4 9 22 

0.00% 0.00% 11.43% 25.71% 62.86% 

7回目 
0 0 3 1 7 

0.00% 0.00% 27.27% 9.09% 63.64% 

8回目 
0 0 1 0 2 

0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 66.67% 

9回目 
0 0 1 0 2 

0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 66.67% 

10回目 
0 0 1 0 2 

0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 66.67% 

⒅何でも最後は

自分で決めたい

と思う 

1回目 
1 10 45 61 88 

0.49% 4.88% 21.95% 29.76% 42.93% 

2回目 
2 7 60 63 73 

0.98% 3.41% 29.27% 30.73% 35.61% 

3回目 
0 7 39 54 60 

0.00% 4.38% 24.38% 33.75% 37.50% 

4回目 
0 6 21 32 43 

0.00% 5.88% 20.59% 31.37% 42.16% 

5回目 
0 4 18 19 22 

0.00% 6.35% 28.57% 30.16% 34.92% 

6回目 
0 4 9 10 12 

0.00% 11.43% 25.71% 28.57% 34.29% 

7回目 0 1 3 4 3 
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0.00% 9.09% 27.27% 36.36% 27.27% 

8回目 
0 0 1 0 2 

0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 66.67% 

9回目 
0 0 1 0 2 

0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 66.67% 

10回目 
0 0 1 0 2 

0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 66.67% 

⒆今日取り組ん

だ学習は、自分の

将来に役立つと

思う 

1回目 
10 6 76 72 41 

4.88% 2.93% 37.07% 35.12% 20.00% 

2回目 
7 6 44 82 65 

3.43% 2.94% 21.57% 40.20% 31.86% 

3回目 
3 4 47 60 46 

1.88% 2.50% 29.38% 37.50% 28.75% 

4回目 
2 3 24 44 29 

1.96% 2.94% 23.53% 43.14% 28.43% 

5回目 
1 5 18 25 14 

1.59% 7.94% 28.57% 39.68% 22.22% 

6回目 
2 3 12 11 7 

5.71% 8.57% 34.29% 31.43% 20.00% 

7回目 
1 1 1 5 3 

9.09% 9.09% 9.09% 45.45% 27.27% 

8回目 
1 0 0 1 1 

33.33% 0.00% 0.00% 33.33% 33.33% 

9回目 
1 0 0 2 0 

33.33% 0.00% 0.00% 66.67% 0.00% 

10回目 
0 1 0 1 1 

0.00% 33.33% 0.00% 33.33% 33.33% 
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図表6 実施場所・期生別の、JSTの実施回「第〇回」と実施年度の対応（◯印は、JSTの◯回目の経験を意味する。） 

  初回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 

益
田 

1期生 2018年① 2018年② 2018年③ 2018年④ 2019年⑤ 2019年⑥ 2019年⑦ 2020年⑧ 2020年⑨ 2020年⑩ 

2期生 2019年①    2019年② 2019年③ 2019年④ 2020年⑤ 2020年⑥ 2020年⑦ 

3期生 2020年①        2020年② 2020年③ 

久
留
米 

1期生 2018年① 2018年② 2019年③ 2019年④ 2020年⑤ 2020年⑥     

2期生 2019年①  2019年② 2019年③ 2020年④ 2020年⑤     

3期生 2020年①    2020年② 2020年③     

松
江 

1期生 2018年① 2018年② 2019年③ 2019年④ 2020年⑤ 2020年⑥     

2期生 2019年①  2019年② 2019年③ 2020年④ 2020年⑤     

3期生 2020年①    2020年② 2020年③     

福
山 

1期生 2018年① 2018年② 2019年③ 2019年④ 2020年⑤ 2020年⑥     

2期生 2019年①  2019年② 2019年③ 2020年④ 2020年⑤     

3期生 2020年①    2020年② 2020年③     

米
子 

1期生 2018年① 2018年② 2019年③ 2019年④ 2020年⑤ 2020年⑥     

2期生 2019年①  2019年② 2019年③ 2020年④ 2020年⑤     

3期生 2020年①    2020年② 2020年③     

※ 1期生とは2018年度からJSTを受ける者、2期生とは2019年度からJSTを受ける者、3期生とは2020年度からJSTを受ける者を意味する。 

 

図表7 実施場所別の、JSTの〇回目を受けた生徒の人数（名） 

経験回目 

実施場所 
1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目 

益田 24 24 24 22 18 11 11 3 3 3 

久留米 78 78 69 39 24 13 0 0 0 0 

松江 25 25 19 7 3 1 0 0 0 0 

福山 19 19 12 8 6 2 0 0 0 0 

米子 59 59 36 26 12 8 0 0 0 0 

合計 205 205 160 102 63 35 11 3 3 3 
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分析の結果その２（図表８～２６） 

 

 図表 8～26は、⑴～⒆の各質問項目の回答結果を目的変数、JSTの経験回数（1～10 回目）

を説明変数とする順序ロジスティック回帰分析の結果である。なお、分析には JMP 11を

用いた。 

 順序ロジスティック回帰分析の結果、まずモデル全体の検定で有意差を検出し、さらに

パラメータ推定値において JST の経験回数（「〇回⽬」）が目的変数の回答結果に有意な

差をもたらしたものは、質問項目「⑴自分なりの個性を大切にしている」、「⑵自分の夢を

かなえようと意欲に燃えている」、「⑺思いやりをもって他者とかかわることは大事だと

思う」、「⑽難しいことでも、やる気を出せば、できると思う」、「⒁休みがたくさんもらえ

ることは大事だと思う」、「⒃自分の未来は明るいと思う」においてである。 

 質問項目「⑴自分なりの個性を大切にしている」では、図 8 からも明らかなように、「4 

どちらかといえばあてはまる」または「5 あてはある」と回答した割合が、JST の経験

を増やすごとに増大し（縦の幅が広がっている）、「2 どちらかといえばあてはまらない」

「1 あてはまらない」と回答した割合が減少している（縦の幅が狭まっている）。つま

り、それぞれの個性を互いに尊重し、そしてそれぞれの個性を自由に表現してよい空間

が本プロジェクトの JST では用意されているため、その空間を共に創り上げている一員

として当人もまた、自らの個性を肯定的に受け止めることのできる余裕と柔軟性が生ま

れたのだと解される。 

 質問項目「⑵自分の夢をかなえようと意欲に燃えている」では、図 9 からも明らかなよ

うに、「4 どちらかといえばあてはまる」または「5 あてはある」と回答した割合が、

JSTの経験を増やすごとに増大し、「2 どちらかといえばあてはまらない」「1 あてはま

らない」と回答した割合が減少している。つまり、JST の経験を通して、自分の将来の夢

と積極的に向き合い、それに向けて歩みを進めていくために何が必要であるかを意識的

に考えるようになったため、このような意欲の向上がもたらされたのだと解される。 

 質問項目「⑺思いやりをもって他者とかかわることは大事だと思う」では、図 14 からも

明らかなように、「4 どちらかといえばあてはまる」または「5 あてはある」と回答し

た割合が、JSTの経験を増やすごとに増大し、「2 どちらかといえばあてはまらない」「1 

あてはまらない」と回答した割合が減少している。つまり、JST で他者と関わることを

様々に経験する中で、自らの存在が他者から尊重されるためには、まず自らが他者の存

在を尊重しなければならないこと、そしてそうした相互の尊重し合う関係の上に、それ

ぞれが自らの個性を自由に表現し合い、居心地の良い公共空間を創り上げることができ
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るのだということに気づくことができたため、このような意識の変化が全体の傾向性と

して明白に確認される結果になったと解される。 

 質問項目「⑽難しいことでも、やる気を出せば、できると思う」では、図 17からも明ら

かなように、「4 どちらかといえばあてはまる」または「5 あてはある」と回答した割

合が、JSTの経験を増やすごとに増大し、「2 どちらかといえばあてはまらない」「1 あ

てはまらない」と回答した割合が減少している。つまり、JSTでキャリアに関わる精巧に

設計された目標志向の課題を与え、生徒一人ひとりがそれを遂行し、一定の成功体験を

獲得することができることで、難しい課題に対しても、達成できたときのことを想像し

ながら取り組もうとすることのできる姿勢を獲得することができたとのだと解される。 

 質問項目「⒁休みがたくさんもらえることは大事だと思う」では、図 21からも明らかな

ように、「4 どちらかといえばあてはまる」または「5 あてはある」と回答した割合が、

JSTの経験を増やすごとに増大し、「2 どちらかといえばあてはまらない」「1 あてはま

らない」と回答した割合が減少している。つまり JST で、それぞれが将来のキャリア設

計について、ぼんやりとした見通しにもならない見通しを持っていた状態から、明確に

思考できる枠組みを与えられ、それをもって思考することができたことで、「仕事」や「職

業」を日々の生活とのバランスの中で捉えることができるようになったと解される。 

 質問項目「⒃自分の未来は明るいと思う」では、図 23 からも明らかなように、「4 どち

らかといえばあてはまる」または「5 あてはある」と回答した割合が、JST の経験を増

やすごとに増大し、「2 どちらかといえばあてはまらない」「1 あてはまらない」と回

答した割合が減少している。つまり、JST で自らの将来のキャリアの見通しについて考え

るきっかけを与えられ、そしてその見通しに応えられるだけの力量を身に付けられるよ

う、他者と様々に関わる機会や自らの考えを表現する機会が与えられた。この結果、当初

はぼんやりとした自らの未来像も、輪郭をより明確なものとなり、どこに向かって何を

どのようにすればよいかという見通しと方法をそれぞれが獲得することができるように

なったのだと解される。 
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図表 8 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑴自分なりの個性を大切にしている」 

 
モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 12.1048 1 24.20959 <.0001* 

完全 1005.0500    

縮⼩ 1017.1548    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -3.8595365 0.3332597 134.12 <.0001* 

切⽚[2]  -2.0529555 0.1702906 145.34 <.0001* 

切⽚[3]  -0.0028194 0.1303209 0.00 0.9827 

切⽚[4] 1.78941473 0.1470153 148.15 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】  -0.195946 0.0403332 23.60 <.0001* 

 

 

 

図表 9 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑵自分の夢をかなえようと意欲に燃えて

いる」 
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モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 11.2453 1 22.49053 <.0001* 

完全 1187.8937    

縮⼩ 1199.1390    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -1.9485779 0.1634213 142.17 <.0001* 

切⽚[2]  -0.6449737 0.1314143 24.09 <.0001* 

切⽚[3] 0.71638955 0.130754 30.02 <.0001* 

切⽚[4] 2.14711935 0.1518609 199.90 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】  -0.1864136 0.0392054 22.61 <.0001* 

 

 

 

図表 10 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑶自分はのびのびと生きていると感じ

る」 
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モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.5424 1 1.084874 0.2976 

完全 1082.8561    

縮⼩ 1083.3986    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -3.4437642 0.2406258 204.82 <.0001* 

切⽚[2]  -1.9667822 0.1549877 161.03 <.0001* 

切⽚[3]  -0.4995084 0.1306573 14.62 0.0001* 

切⽚[4] 1.10260764 0.1357625 65.96 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】  -0.0401066 0.039136 1.05 0.3055 
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図表 11 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑷自分はひとりぼっちだと感じる」 

 
モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.6005 1 1.200986 0.2731 

完全 1165.0006    

縮⼩ 1165.6011    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -1.8022148 0.1472707 149.75 <.0001* 

切⽚[2]  -0.6699123 0.1314726 25.96 <.0001* 

切⽚[3] 1.11163665 0.135937 66.87 <.0001* 

切⽚[4] 2.08164466 0.1586819 172.09 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】 0.04297822 0.0389688 1.22 0.2701 

 

 

 

図表 12 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑸みんなと意見が違っても、自分の意

見を言うことができる」 
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モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.3233 1 0.6465 0.4214 

完全 1218.8898 
   

縮⼩ 1219.2130 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -2.1837605 0.1606239 184.84 <.0001* 

切⽚[2]  -0.7430907 0.1306543 32.35 <.0001* 

切⽚[3] 0.4232212 0.1286758 10.82 0.0010* 

切⽚[4] 1.81606993 0.1466386 153.38 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】  -0.0311251 0.0383706 0.66 0.4173 

 

 

 

図表 13 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑹無理に人に合わせようとして、きゅ

うくつな思いをしている」 



27 

 

 
モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.1962 1 0.39235 0.5311 

完全 1179.4997 
   

縮⼩ 1179.6958 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -1.6829185 0.1444415 135.75 <.0001* 

切⽚[2]  -0.5906897 0.1302865 20.56 <.0001* 

切⽚[3] 0.97517225 0.1335534 53.32 <.0001* 

切⽚[4] 2.5267791 0.1751533 208.11 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】 0.02394688 0.0386758 0.38 0.5358 
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図表 14 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑺思いやりをもって他者とかかわるこ

とは大事だと思う」 

 
モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 4.15684 1 8.313681 0.0039* 

完全 907.84130 
   

縮⼩ 911.99814 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -3.1426547 0.2332958 181.46 <.0001* 

切⽚[2]  -2.7197979 0.2014385 182.30 <.0001* 

切⽚[3]  -1.2235044 0.1437931 72.40 <.0001* 

切⽚[4] 0.43148428 0.1353014 10.17 0.0014* 

JST経験【〇回⽬】  -0.1222559 0.0417884 8.56 0.0034* 

 

 

 

図表 15 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑻自分のやるべきことは責任をもって

やり遂げる」 



29 

 

 
モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.7316 1 1.463214 0.2264 

完全 1023.2629 
   

縮⼩ 1023.9945 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -3.3777101 0.2369148 203.26 <.0001* 

切⽚[2]  -2.3327768 0.1700509 188.19 <.0001* 

切⽚[3]  -0.6726941 0.132979 25.59 <.0001* 

切⽚[4] 1.24338012 0.1388894 80.14 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】  -0.0475349 0.0397244 1.43 0.2315 

 

 

 

図表 16 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑼過去の失敗をくよくよ後悔しない」 
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モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.1902 1 0.380345 0.5374 

完全 1224.4273 
   

縮⼩ 1224.6175 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -1.6818954 0.1438014 136.80 <.0001* 

切⽚[2]  -0.3934719 0.1286065 9.36 0.0022* 

切⽚[3] 0.91140504 0.1322302 47.51 <.0001* 

切⽚[4] 1.93685944 0.1519409 162.50 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】 0.0238034 0.038384 0.38 0.5352 
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図表 17 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑽難しいことでも、やる気を出せば、

できると思う」 

 
モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 4.6755 1 9.351022 0.0022* 

完全 1119.3629 
   

縮⼩ 1124.0384 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -2.5971924 0.1898197 187.21 <.0001* 

切⽚[2]  -1.3089568 0.1408441 86.37 <.0001* 

切⽚[3] 0.21904041 0.1294646 2.86 0.0907 

切⽚[4] 2.00325593 0.1508435 176.37 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】  -0.116243 0.0393136 8.74 0.0031* 

 

 

 

図表 18 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑾友達とけんかをしても、うまく仲直

りができると思う」 
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モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.1433 1 0.286532 0.5925 

完全 1082.3691 
   

縮⼩ 1082.5124 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -3.5655479 0.2384686 223.56 <.0001* 

切⽚[2]  -1.8183393 0.1487413 149.45 <.0001* 

切⽚[3] 0.0573466 0.1297074 0.20 0.6584 

切⽚[4] 1.69085463 0.1468229 132.62 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】 0.02108956 0.0392048 0.29 0.5906 

 

 

 

図表 19 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⑿時間を無駄にしたくない」 
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モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 1.8242 1 3.648477 0.0561 

完全 1072.2964 
   

縮⼩ 1074.1207 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -3.5043324 0.2541325 190.15 <.0001* 

切⽚[2]  -2.0685289 0.160364 166.38 <.0001* 

切⽚[3]  -0.2324879 0.1295303 3.22 0.0727 

切⽚[4] 1.08574906 0.1353153 64.38 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】  -0.0740313 0.0391516 3.58 0.0586 
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図表 20 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⒀保護者からの自分への期待が高いと

感じる」 

 
モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.2958 1 0.59155 0.4418 

完全 1090.7548 
   

縮⼩ 1091.0506 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -1.6340664 0.1469661 123.62 <.0001* 

切⽚[2]  -0.7306005 0.1336814 29.87 <.0001* 

切⽚[3] 1.3828773 0.1413081 95.77 <.0001* 

切⽚[4] 2.91925737 0.1916473 232.03 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】  -0.0311706 0.0398198 0.61 0.4338 

 

 

 

図表 21 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⒁休みがたくさんもらえることは大事

だと思う」 
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モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 9.5416 1 19.08318 <.0001* 

完全 1008.9228 
   

縮⼩ 1018.4644 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -3.424598 0.2722448 158.23 <.0001* 

切⽚[2]  -2.2777754 0.1804503 159.33 <.0001* 

切⽚[3]  -0.2527907 0.1318543 3.68 0.0552 

切⽚[4] 1.01020541 0.1365127 54.76 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】  -0.1781331 0.0407811 19.08 <.0001* 

 

 

 

図表 22 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⒂自分ができる仕事は世の中にたくさ

んあると思う」 
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モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.6241 1 1.248246 0.2639 

完全 1187.4644 
   

縮⼩ 1188.0885 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -2.6221153 0.1734505 228.53 <.0001* 

切⽚[2]  -1.2111481 0.1360414 79.26 <.0001* 

切⽚[3] 0.31582615 0.1287906 6.01 0.0142* 

切⽚[4] 1.48625696 0.1417334 109.96 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】 0.04371615 0.0386449 1.28 0.2580 
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図表 23 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⒃自分の未来は明るいと思う」 

 
モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 3.1189 1 6.237716 0.0125* 

完全 1150.4611 
   

縮⼩ 1153.5800 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -1.9600916 0.1580907 153.72 <.0001* 

切⽚[2]  -0.8342534 0.1332175 39.22 <.0001* 

切⽚[3] 0.99631922 0.134595 54.79 <.0001* 

切⽚[4] 2.24106901 0.1573732 202.79 <.0001* 

JST経験【〇回⽬】  -0.1002113 0.0392107 6.53 0.0106* 

 

 

 

図表 24 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⒄お金をかせぐことは大事だと思う」 
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モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.78761 1 1.575227 0.2094 

完全 792.98753 
   

縮⼩ 793.77514 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -5.1331548 0.5137632 99.83 <.0001* 

切⽚[2]  -4.2087124 0.3375975 155.42 <.0001* 

切⽚[3]  -1.7706505 0.1558585 129.06 <.0001* 

切⽚[4]  -0.062138 0.1365443 0.21 0.6491 

JST経験【〇回⽬】  -0.0546215 0.0423898 1.66 0.1976 

 

 

 

図表 25 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⒅何でも最後は自分で決めたいと思う」 
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モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.24819 1 0.496379 0.4811 

完全 984.45003 
   

縮⼩ 984.69822 
   

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1]  -5.649131 0.5890351 91.98 <.0001* 

切⽚[2]  -2.9589388 0.1934504 233.96 <.0001* 

切⽚[3]  -0.9074562 0.1342372 45.70 <.0001* 

切⽚[4] 0.37553628 0.1307338 8.25 0.0041* 

JST経験【〇回⽬】 0.02830115 0.0393343 0.52 0.4718 

  



40 

 

図表 26 ロジスティックであてはめの結果 質問項目「⒆今日取り組んだ学習は、自分の将来

に役立つと思う」 

 
モデル全体の検定 

   

モデル 
(-1)*対数尤

度 
⾃由度 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.0238 1 0.04763 0.8272 

完全 1037.7293 
   

縮⼩ 1037.7531 
   

     

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[0]  -3.2783994 0.2207 220.66 <.0001* 

切⽚[1]  -2.5288577 0.1749318 208.98 <.0001* 

切⽚[2]  -0.5792877 0.1315732 19.38 <.0001* 

切⽚[3] 1.05799494 0.1357425 60.75 <.0001* 

切⽚[4]  -0.0087387 0.039259 0.05 0.8239 

JST経験【〇回⽬】 -0.17907 0.080978 4.89 0.0270* 

 

 

 

3-2 事業全体を通した成果および考察 

調査結果が示す通り、本事業が生徒に一定の効果をもたらしたと考えている。3年間のプロ

グラムを受講した生徒は益田本校の数名だけと決して多くはなく、検証が足りない状況で

ある。ただ、本年度、益田本校の卒業生の進路決定率は過去最高水準の 90パーセントを超

える結果となった。今回のプログラム実施の成果と当然、必ずしもイコールではないであろ

うが、本事業が彼ら彼女らの進路決定の際になにかしらの影響を与えたことは間違いない

と確信する。今後も現状の進路決定率を維持し、目標の決定率 100パーセントを達成すべく
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指導を続けていきたい。 

3年間のプログラム実施を通じて、指導の現場で課題として浮かび上がったのは、彼ら彼女

らにとって極々近いはずの未来を鮮明にリアルに想像させること、また「自分にあった仕事」

あるいは「自分にもできる仕事」それらは必ずこの世に存在すると思わせる何か、改めてで

あるが、こういった内容を伝えることの困難さであった。今後も研鑽に励みたい。今回の試

みが、通信制課程での限られた進路指導の質の向上、様々な事情を抱えた生徒が思い描く未

来へのおぼろげな不安の払拭の一助となったことを信じる。 

 

 

 

参考：進路決定率 

・進学 … 四大、短大、専門学校、留学 

・就職 … 非正規雇用も含む(高校時代からのアルバイト先へ引き続き等) 

・未定 … 進学準備(浪人)も含む 



42 

 

進路決定率

人数 ％ 人数 内非正規 ％ 人数 ％

121 63 52% 30 (20) 25% 28 23%

最もJST実施 益田 12 9 75% 2 (1) 17% 1 8%

松江 10 5 50% 2 (0) 20% 3 30%

鳥取 18 8 45% 6 (4) 33% 4 22%

久留米 26 19 73% 4 (4) 15% 3 12%

福山 9 4 44% 5 (4) 56% 0 0%

計 63 36 57% 17 (12) 27% 10 16%

46 18 39% 11 (7) 24% 17 37%
※卒業生の有無により拠点数は年度によって異なります

人数 ％ 人数 内非正規 ％ 人数 ％

123 38 31% 36 (20) 29% 49 40%

最もJST実施 益田 19 4 21% 10 (4) 53% 5 26%

松江 8 5 63% 1 (0) 13% 2 25%

鳥取 28 8 29% 7 (4) 25% 13 46%

久留米 21 7 33% 8 (5) 38% 6 29%

福山 2 1 50% 1 (0) 50% 0 0%

計 59 21 35% 17 (9) 30% 21 35%

45 13 29% 10 (7) 22% 22 49%

人数 ％ 人数 内非正規 ％ 人数 ％

108 39 36% 33 (14) 31% 36 33%

最もJST実施 益田 13 7 54% 4 (2) 31% 2 15%

松江 6 2 33% 2 (0) 33% 2 33%

鳥取 18 4 22% 7 (2) 39% 7 39%

久留米 12 5 42% 2 (0) 16% 5 42%

福山 10 3 33% 7 (3) 33% 0 33%

計 46 14 30% 18 (5) 40% 14 30%

49 18 37% 11 (7) 22% 20 41%

全　体

JST実施

教室

JST未実施教室(6拠点)

2020年度

　　　　　　　　　　　　進路

教室

卒業者数
進学 就職 未定

全　体

JST実施

教室

JST未実施教室(5拠点)

2019年度

　　　　　　　　　　　　進路

教室

卒業者数
進学 就職 未定

全　体

JST実施

JST未実施教室(6拠点)

2018年度

　　　　　　　　　　　　進路

教室

卒業者数
進学 就職 未定
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